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建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
売
上
高

の
8
、
9
割
を
依
存
し
て
い
る
公
共

事
業
費
の
削
減
は
、
依
然
と
し
て
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
。
市
場
の
縮
小

に
加
え
、
競
争
激
化
に
よ
る
低
価
格

受
注
も
続
い
て
い
る
た
め
、
各
社
と

も
売
上
高
の
落
ち
込
み
を
、
人
件
費

な
ど
コ
ス
ト
削
減
で
カ
バ
ー
す
る
よ

の
¶
u
　
②

中
途
採
用
者
数
は
2
3
5
人
で
9
・

3
％
減
、
即
戦
力
と
な
る
た
め
新
卒

よ
り
も
減
少
幅
が
小
さ
か
っ
た
。

人
口
減
少
や
財
政
悪
化
な
ど
で
、

国
内
町
既
存
市
場
は
期
待
で
き
な
い

状
況
に
あ
り
、
海
外
事
業
や
民
間
市

場
な
ど
へ
の
進
出
を
各
社
と
も
急
い

で
い
る
ご
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、

新
卒
採
用
時
に
考
慮
し
て
い
る
事
項

を
聞
い
た
。
複
数
回
答
で
海
外
展
開

が
9
社
、
新
事
業
・
新
市
場
展
開
が

1
1
社
に
対
し
、
既
存
事
業
強
化
が
1
2

・
社
で
最
も
多
い
結
果
と
な
っ
た
。
新

た
な
市
場
に
打
っ
て
出
る
に
は
、
経

営
の
基
盤
と
な
る
既
存
市
場
で
ま
ず

は
足
元
を
固
め
る
必
要
が
あ
る
、
と

い
う
方
針
が
う
か
が
え
る
。

意
思
疎
通
の
能
力
重
視

新
卒
採
用
時
に
重
視
す
る
資
質

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

7
社
が
挙
げ
最
多
だ
っ
た
。
若
い
世

代
に
こ
の
能
力
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
を
表
し
て
い
る
。
原
因
の
一
つ
に
、

パ
ソ
コ
ン
の
普
及
で
周
り
と
の
関
係

が
薄
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ

る
。
次
い
で
多
か
っ
た
の
は
、
語
学
力

と
柔
軟
性
が
と
も
に
4
社
だ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
主
体
性
や
意
欲
を
求
め

る
意
見
も
目
立
っ
た
。

健
設
コ
ン
サ
ル
が
抱
え
る
課
題
に

長
時
間
労
働
が
あ
る
。
改
善
の
た
め

の
取
り
組
み
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

未
来
開
く
に
投
資
惜
し
ま
ず

う
努
め
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

2
0
1
1
年
4
月
の
新
卒
採
用
者

数
は
1
7
社
合
計
で
2
9
6
人
、
前
年

と
比
べ
1
2
・
2
％
の
減
少
と
な
っ
て

い
る
。
政
権
交
代
の
影
響
で
、
経
営

環
境
が
一
段
と
悪
化
し
て
い
る
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
前
年
よ
り
減
っ
て
い

る
も
の
の
、
採
用
は
そ
れ
ほ
ど
抑
制

し
て
い
な
い
と
い
え
る
。
1
0
年
度
の

建設コンサルタントの人材採用状況

20 10 2 0 1 1 20 12

新卒　　 中途 新 卒　　 中途 新 卒

日　 本　 工　 営 4 9 （ 4 5 ） 2 3 4 5 （ 4 3 ） 未 5 2 （ 4 8 ）

ノ ブイツクコンサルタ 4 1 （ 3 9 ） 8 28 （ 2 5 ） 未 40 （ 未 ）

建 設 技 術 研 究 所 3 8 （ 3 8 ） 15 35 （ 3 3 ） 並 40 （ 4 0 ）

オJエンタルコンサルタ 3 6 （ 3 5 ） 9 2 2 （ 2 2　日 0 －15 30 （ 29 ）

八 千 代 エンゾ＝ヤリンク檜 2 3 （ 2 1 ） 4 8 33 （ 3 0 ） 未 3 1 （ 28 ）

エ イト日本 技 術 開 発 14 （ 14 ） 9 6 （ 6 ） 未 約 10 （約 10 ）

巳　 水　 コ　 ン 14 （ 12 ） 6 1 1 （ 8 ） 未 10 －15 （ 10 ）

い　　　 で　　　 あ 5 （ 3 ） 14 14 （ 1 3 ） 未 未 （ 未 ）

日 本 上 下 水 道 設 1 1 （ 1 1 ） 5 10 （ 8 ）　 5 1 0 （ 川 ）

大 日本 コンサ ル タント 9 （ 9 ） 1 5 1 1 （ 9 ） 末 1 2 （ 1 0 ）

国　 際　 航　 業 2 5 （ 16 ） 3 5 1 4 （ 10 ） 未 未 （ 未 ）

長　　　　　　　 大 13 （ 1 3 ） 24 8 （ 8 ） 兼 15 （ 1 5 ）

オ　　　 オ　　　 バ 7 （ 7 ） 1 1 8 （ 7 ） 1 0 10 （ 9 ）

応　 用　 地　 質 2 1 （ 20 ） 7 1 3 （ 13 ） 末 1 0 （ 未 ）

中 央 コンサ ル タン 19 （ 1 1 ） 0 2 7 （ 2 0 ） 末 3 0 （ 未 ）

復 建 調 査 設 7 （ 7 ） 3 4 （ 4 ）　 5 10 （ 1 0 ）

J R 西 日本 コンサルタンツ 5 （ 5 ） 3 7 （ 7 ） 未 10 （ 1 0 ）

単位は人乳新卒は該当隼4月採用で、カッコ内は技術乳中途は該当年度で、技
術系と事務系の総軌「未」は未定、「並」は前年度と同数程鼠

「
し
て
い
る
」
が
1
6
社
、
「
検
討
中
」

が
1
社
で
、
「
し
て
い
な
い
」
は
ゼ

ロ
だ
っ
た
。
各
社
と
も
こ
の
問
題
を

重
視
し
て
い
る
。
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
協
会
の
調
べ
に
よ
る
と
、
魂
柱

の
平
準
化
は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る

が
、
3
月
末
の
納
期
設
定
が
全
体
の

一
約
5
割
を
占
め
て
い
る
。
年
度
末
に

集
中
す
る
こ
と
で
、
納
期
荘
潤
に
合

わ
せ
る
た
め
1
2
月
か
ら
翌
3
用
ま
で

は
繁
忙
期
と
な
り
、
残
業
や
休
日
出

勤
の
主
因
と
な
っ
て
小
る
。

長
時
間
労
働
の
対
応
策
と
し
て
多

い
の
が
ノ
ー
残
業
デ
ー
で
、
5
社
が

採
用
し
て
い
た
。
残
業
や
休
日
出
勤

す
る
際
の
事
前
申
請
、
上
司
に
よ
る

12年新卒者は約1割増加
指
導
、
時
間
管
理
の
徹
底
な
ど
各
社

各
様
の
対
応
を
講
じ
て
い
る
。
裏
を

返
せ
ば
、
実
行
が
上
が
る
方
法
が
な

か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
手
探
り
状
態

と
い
え
る
。

途
中
退
社
に
懸
念
の
声

採
用
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
を
率

直
に
述
べ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

「
新
卒
・
中
途
を
問
わ
ず
『
当
社
で

何
を
や
り
た
い
の
か
』
が
明
確
で
な

い
応
募
者
が
多
く
、
主
体
性
に
不
満

を
感
じ
る
こ
と
は
多
い
」
こ
と
を
指

摘
す
る
意
見
が
2
社
か
ら
あ
っ
た
。

．
公
務
員
転
職
へ
の
準
備
段
階
と
位
置

付
け
る
応
募
者
も
み
ら
れ
、
「
入
社

後
の
人
材
流
出
を
懸
念
」
す
る
声
も

聞
か
れ
た
。
コ
ン
サ
ル
で
能
力
と
経

験
を
培
っ
た
あ
と
、
地
元
の
地
方
自

治
体
に
リ
タ
ー
ン
す
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
た
め
だ
。

1
2
年
4
月
の
新
卒
採
用
は
、
未
定

が
2
社
あ
る
が
、
1
5
社
合
計
で
3
2

0
人
程
度
を
計
画
、
1
1
年
4
月
よ
り

も
約
1
割
増
と
な
る
。
海
外
や
新
市

場
を
開
拓
す
る
に
は
人
材
が
か
ぜ
と

な
る
た
め
、
将
来
を
に
ら
ん
で
対
応

を
強
化
す
る
姿
勢
が
鮮
明
に
な
っ
て

き
た
。
均
衡
縮
小
か
ら
抜
け
出
し
、

新
た
な
未
来
を
切
り
開
く
た
め
の
投

資
は
惜
し
ま
な
い
よ
う
だ
。
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